
2023年

時 期 1年A巡 単元 学科 教科名

2023.4.1

総時限 56時限 石郷岡

必要時限 56時限

　指導教員の実務経験 該当 非該当

　授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

　準備学習

　特になし。

　②日本語学校では取り扱わない自動車用専門用語を理解する。

　学習評価（期末試験での主な試験項目）

　　1．授業ノート内容から出題する〇×問題に解答し、かつ、×の場合の理由について日本語で記入する。

　①2年次から使用する自動車整備振興会の主要教科書を使用するが、その時に対応できるように、

  　　60点以上で合格。

　1）履修試験での学習評価　　筆記試験　100点にて評価する。

  2）出題試験項目

　　日本語で躓かないように語句の意味を理解し、日本語独特の言い回しが出来るようになる。

　（倒置法、比喩、比較など）

　外部講師及び教員により基礎自動車工学について指導する。

　①日本語による自動車全般の構造についての説明内容を理解する。

授業計画国際自動車整備科

教科担当

発行日
教科書等

持参品

科 目 自動車工学

学科_基礎Ａ

　授業ノート

　教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

　その他教材



時 期 単元 教科名

　教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

　授業ノート

　演習問題

　その他教材

道路運送車両法による分類、用途による分類

車輪数による分類、駆動輪の位置による分類

国際自動車整備科 2023年 授業計画

1年A巡 学科 学科_基礎Ａ

 　授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

1-7 自動車の分類

8-14 自動車の分類

15-21 自動車の分類 エンジンの位置による分類、エンジンの種類による分類

22-

23
自動車の構造 自動車の構成

24-30 自動車の構造 エンジンの原理

31-

37
自動車の構造 ガソリンエンジン

38-

44
自動車の構造 エンジン本体、潤滑装置

45-

51
自動車の構造 冷却装置

52-

55
自動車の構造 燃料装置

56 期末試験 期末試験



2023年

時 期 1年B巡 単元 学科 教科名

2023.4.1

総時限 59時限 石郷岡

必要時限 59時限

　指導教員の実務経験 該当 非該当

　授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

　準備学習

　特になし。

　②日本語学校では取り扱わない自動車用専門用語を理解する。

　学習評価（期末試験での主な試験項目）

　　1．授業ノート内容から出題する〇×問題に解答し、かつ、×の場合の理由について日本語で記入する。

　①２年次から使用する自動車整備振興会の主要教科書に対応できるように、日本語で躓かないように語句の

  　　60点以上で合格。

　1）履修試験での学習評価　　筆記試験　100点にて評価する。

  2）出題試験項目

　　意味を理解し、日本語独特の言い回しが出来るようになる。（倒置法、比喩、比較など）

　外部講師及び教員により基礎自動車工学について指導する。

　①日本語による自動車全般の構造についての説明内容を理解する。

授業計画国際自動車整備科

教科担当

発行日
教科書等

持参品

科 目 自動車工学

学科_基礎Ｂ

　授業ノート

　教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

　教材



時 期 単元 教科名

　教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

　授業ノート

　単元ごとの確認プリント

　演習問題

　その他教材

 　授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

国際自動車整備科 2023年 授業計画

1年B巡 学科 学科_基礎Ｂ

1-7 自動車の構造 給排気装置

8-14 自動車の構造 排出ガス抑止装置

15-21 自動車の構造 電気装置

22-

28
自動車の構造 始動装置

29-37 自動車の構造 充電装置

38-

44
自動車の構造 点火装置

45-

58
自動車の構造 ジーゼルエンジン、燃料装置

59 期末試験 期末試験



2023年

時 期 1年C巡 単元 学科 教科名

2023.4.1

総時限 64時限 石郷岡

必要時限 64時限

　指導教員の実務経験 該当 非該当

　外部講師及び教員により基礎自動車工学について指導する。

　①日本語による自動車全般の構造についての説明内容を理解する。

授業計画国際自動車整備科

教科担当

発行日
教科書等

持参品

科 目 自動車工学

学科_基礎Ｃ

　授業ノート

　教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

　教材

　②日本語学校では取り扱わない自動車用専門用語を理解する。

　学習評価（期末試験での主な試験項目）

　①独自のテキスト内容から出題する〇×問題に解答し、かつ、×の場合の理由について日本語で記入する。

　①２年次から使用する自動車整備振興会の主要教科書に対応できるように、日本語で躓かないように語句の

  　　60点以上で合格。

　1）履修試験での学習評価　　筆記試験　100点にて評価する。

  2）出題試験項目

　　意味を理解し、日本語独特の言い回しが出来るようになる。（倒置法、比喩、比較など）

　準備学習

　特になし。

　授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）



時 期 単元 教科名

　教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

　授業ノート

　単元ごとの確認プリント

　演習問題

 　授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

国際自動車整備科 2023年 授業計画

1年C巡 学科 学科_基礎Ｃ

1-4 自動車の構造 余熱装置

5-9 自動車の構造 動力伝達装置

10-

14
自動車の構造 クラッチ

15-

19
自動車の構造 トランスミッション

20-

24
自動車の構造 プロペラシャフト、ユニバーサルジョイント

25-

29
自動車の構造 ファイナルギヤ、ディファレンシャル

30-

36
自動車の構造 アクスル、サスペンション

37-

43
自動車の構造 車軸懸架

44-

48
自動車の構造 独立懸架

49-

53
自動車の構造 二輪車の懸架方式

64 期末試験 期末試験

54-

58
自動車の構造 ステアリング装置

59-

63
自動車の構造 ホイール、タイヤ



2023年

時 期 1年D巡 単元 学科 教科名

2023.4.1

総時限 48時限 石郷岡

必要時限 48時限

　指導教員の実務経験 該当 非該当

　授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

　準備学習

　特になし。

　②日本語学校では取り扱わない自動車用専門用語を理解する。

　学習評価（期末試験での主な試験項目）

　　①独自のテキスト内容から出題する〇×問題に解答し、かつ、×の場合の理由について日本語で記入する。

　　②２級の過去問題の軸重計算。

　①２年次から使用する自動車整備振興会の主要教科書に対応できるように、日本語で躓かないように語句の

  　　60点以上で合格。

　1）履修試験での学習評価　　筆記試験　100点にて評価する。

  2）出題試験項目

　　意味を理解し、日本語独特の言い回しになれる。

　外部講師及び教員により基礎自動車工学について指導する。

　①日本語による自動車全般の構造についての説明内容を理解する。

授業計画国際自動車整備科

教科担当

発行日
教科書等

持参品

科 目 自動車工学

学科_基礎Ｄ

　授業ノート

　教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）



時 期 単元 教科名

　教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

　授業ノート

　単元ごとの確認プリント

　演習問題

 　授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

国際自動車整備科 2023年 授業計画

1年D巡 学科 学科_基礎Ｄ

29-

35
自動車の構造 計器、警報装置

36-

41
自動車の構造 安全装置

自動車の構造

15-

21
自動車の構造 フレーム、ボデー

22-

28
自動車の構造 灯火装置

1-7 自動車の構造 ホイールアライメント

8-14 自動車の構造 ブレーキ装置

付属装置

48 期末試験 期末試験

42-

47


